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1 ．は じ め に

　色彩論の歴 史を紐解くと、現象学 的な色彩に

つ い て の 思想 は、ゲ
ー

テ の 「色彩論」を始めとし

て、色彩理論家 や 美術 家で あるイッ テン 、 ア ル

バ ー
ス や カン ディ ン ス キ ーらが発展 させ てい っ

た。

　 それらの 色彩論の 中で 美を作り出してい るも

の は何で あろうか
。 色 は単独 では存在で きない

。

対象要素その もの で はなく、各要素 の 関係性に

よっ て色彩 配 列全体 の 持 つ 印象が形成 される

の である 。 色彩の相関関係とい う規則 （ア ル ゴリ

ズ ム ）が美を創出して い る 。

　顔料の 取 り扱い はRBY あるい はRGBY を基本

色として論 じらるの が主流で あるの に対 し、：コン

ピュ
ータの世界 ではRGB 三 原色をパ ラメータとし

てい る 。 そこで 、 色彩表現が絵の 具の メディア で

は なく、光 の メディア が基本要素となるとき、光輝

色 を基準とした色彩表現 の 新しい 体系が必要と

なると思 われる 。

　 本研究で は、三 次元の 色 空間の 中で シン メト

リーを導 入し、対 称要 素を持 っ た幾何形の頂 点

座標 が もたらす色彩 群の 調 和 に つ い て選 択実

験を制作 、 実施し、 色彩調和の 法則性 を解 明 し

た。 色彩 選択の 実験を、イン タ
ー

ネットの World −

Wide　Web ブラウザーをインタフ ェ イス として行

い 、特定の対称性を持つ 色彩群 が選択されや す

い とい う結 果を得た 。

2 ．実 験 方 法

　コ ンピ ュ
ー

タネッ トワ
ークを利用して実験 を同

時 に 行うため に、World−Wide　Web （WWW ）と呼

ばれ るインタ
ー

ネット・ リソ
ース のア クセ ス ・シス

テム を用い て実験を行 っ た 。

　実験内容は 、 RGB を各軸とした三 次元 の色空

間 を仮定し、その 空 間内に正 二 十面体 （図 1）の

座標 20点 をサン プル として、各色を対称性に 関

連づ けてグル
ープ分けを行っ た 。 調和してい る色

彩の 組を問う設問を20題 設定 し、2タイプの 問題
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図 プ 空聞内 の正 ニ チ面体
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を配置した 。

　i）ある
一

色 に 対し、六色 を選択 肢として提示

　　し、選択され た色の 間 の対称性の高さをは

　　か る。 （図2）
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　図 2　（a）正 十二 面体に お け る対称性の関係

　　　 （b）こ の ときの レレレレレレ設周

ii）同じ対称性を持つ 色彩群を二 つ 提示 し、

　 一
つ 選択する。 （図3＞
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3 ．結 果

　短期間に t30人もの アクセ スを得て、ある対称

性を持つ 色彩群が特に選択され やすい とい う結

果を得た。

　ケ
ー

ス i）では 、
一

つ 隣 の 頂点の 色 か 、若しくは

対称心 を通る補色 の位 置 関係が選ばれ る割合

が最 も高か っ た 。 またケ
ー

ス ii）では同じ対称性 を

持つ 色彩群 では、2つ とも同程度に 選択 され、著

しい 差は見られなか っ た。

　よ っ て 、 色彩調 和 に お ける選 択傾 向として、

ケースi＞より対称性の高い 関係性にある2組が選

ばれ やすい
。 ケース ii）より対称性が等価な色彩

群では、調和の度合い も等しい と見なされてい る

ことが わか る 。

4 ，ま と め

　以上の 結果 より、コ ン ピ ュ
ー

タを利用す ること

で、2次元 の 表色 系で はなく、
’
3次元 の 表 色系で

の 色彩調和の 法則性 （：ア ル ゴリズム ）を、光輝

色を基準に解明することが で きた。

　RGB 色空 間に 対称性 の 幾何 的な美を導入 す

ることで、色彩調和を醸し出すことを見 出した 。
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図 3　ra）正 ナ．＝面体に お ける対称牲の関係

　 　 （b）こ の と きの WWW 設閥
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